
 

本書簡資料翻刻にあたっては、これまで実施された信州大学所蔵石井鶴三関連資料の翻刻iに

準じて、以下の原則に従った。 

一、原則として原簡に忠実に翻字し、仮名遣い、漢字の誤りもそのまま残す。仮名の清濁も原簡

のままとする。 

一、仮名については、変体仮名は通行の字体にあらためる。片仮名を平仮名とすることは原則と

して行わないが、助詞の「ハ」「ニ」についてのみ、変体仮名の一種とみなして平仮名にあらた

める。「廿」「卅」等、合字は開く。 

一、漢字については、常用漢字・人名用漢字の字体を用いる。異体字・同字・俗字等は、すべて

現行の字体とするが、別字であるものは原則として改めず、数字の大字（壱・拾・阡など）も、

そのまま表記する。 

一、文字が塗りつぶしてあって判読不能な場合は●で、判読可能な見せ消ちは、その文字に取消

線をかけて示す。なお、どちらの場合においても、筆者による訂正がある場合には、書加えられ

た文字を｛ ｝内に示す。 

一、欠・触・濡れ等によって判読不能な文字は□で示す。なお、字が強く推定できるものについ

ては、□の右傍の〔 〕内に「カ」を附して示す。 

一、判読できながった字は 〓 で示す。 

一、尚々書は、書簡中のどこに記入されていても、本文最終行の後ろに記す。 
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